
■みのおサンプラザ等公共施設再配置（案）（資料2）

本計画のコンセプト 資料2-1

B1F

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F

集い・文化交流

  情報
(管理 発信)

商 　業

子育て・子ども活動

文化活動

（民間貸与）

行政事務所

集会・集客イベント さまざまな目的を持った人が集うゾーン

滞留性、目的性の強い施設を誘致をめざすゾーン

事務所機能集約のゾーン

さまざまな市民の活動の舞台となるゾーン

集客施設と交流施設の相乗効果によって、
人が集う場となるゾーン

屋上広場

◎コンセプト

－多世代が集い、多目的に使える　駅前の集客と交流の拠点－

（3F）　子育て・子ども活動の支援拠点として、多世代交流を含め、屋外の広場空間と屋内の施設機能との一体的な有効活用を行う。

（4F）　現在の7階の貸床機能（会議室・和室等）を移設。

（8F）　大規模に対応した貸床機能の提供に加えて、簡易ステージの設置等により、公演・文化活動発表等の場としての機能を向上する。

（6F・7F）駅前立地の好条件を活かし、滞留性、目的性の強い施設の誘致等、民間活力の導入を検討する。

（B1F）大規模な面積が確保できることを利用し、市民ギャラリー・多目的室を移設する。同フロア内で一体的利用が可能な配置構成を行
　　　　って、利用利便性を向上する。駅前という立地的な観点から、箕面のまちの歴史・文化及び自然の姿を発信する「地域の顔」とな
　　　　る施設の設置を検討し、広域へのPRと文化交流の場の創造をめざす。

（2F）　商業ゾーンの活性化策の一つとして、空店舗のスペースを小規模のギャラリーとして貸与する。明確な出品コンセプトを設定して
          　他所との差別化を図りつつ、日常的な芸術活動の場を設けることで、交流スペースや商業施設とのつながりを持つ集客要素として
　　　 　活かす。

施設利用やイベント開催等の情報発信機能を整備して、利便性を高める。

◎各フロアの機能イメージ

（民間所有）



■みのおサンプラザ等公共施設再配置（案）（資料2）

地下1階に設置する施設機能の検討

明
日
に
伝
え
る

◎郷土資料館移設についての検討 ◎情報発信機能について

　郷土資料館については、箕面駅前という立地性を考慮すれば、来街者・地域住民が行き交う場所の近くに移設す
ることで、今よりもより多くの人々が郷土の歴史・文化に触れる機会を増やし、「地域の顔」となる交流空間を創
り出すという効果があると考えられる。　
　また、箕面駅前の中核施設の個性を強め、中心市街地活性化基本計画における将来像の一つである、「ふるさと
を感じるまち」の具現化をめざすことにもつながる。

■郷土資料館移設の意義

　左下の図に示す「新たに加味する展示要素」は、現在の郷土資料館の展示品には含まれない要素であり、新たな
展示品、展示手法、企画展開の検討が必要になる。
　箕面駅前（＝箕面観光の玄関口）という立地性を活かし、地域住民だけではなく来街者もターゲットにした集客
と交流の拠点として、地下1階にまちの情報発信機能「タウンインフォメーションスペース（仮称）」を設置する。
　箕面の観光資源やまちのなりたち、現在の姿を紹介するスペースとして整備することによって、箕面駅前の情報
発信機能及び、施設の集客性の向上を図る。

・以上、地下1階には市民ギャラリー、多目的室の機能移設と同時に、タウンインフォメーシ
　ョンスペースの設置を検討する。郷土資料館のみのおサンプラザへの全面移設については最
　有力な可能性の一つではあるが、現時点では決定事項ではないため、比較検討資料として、

　 ・郷土資料館を全面移設する案（第1案）
　 ・郷土資料館を移設せず、フリースペース等の機能を拡充する案（第2案）　

　の二つのパターンを提案する。

ハード

検討課題 対応方針

・施設の設置に必要とする空間の確保から、展
　示、収蔵等主な機能については地下１階への
　移設となるが、地下１階には市民ギャラリー
　、多目的室等の機能も移設するため、それぞ
　れの施設について、面積的な制約が生じる。

・郷土資料館の講座室と多目的室の機能を兼用
　するなど、空間利用の効率化を図る。

・複合施設の地下であり、展示・保管する際に
　は通気、湿気、防災への十分な配慮が必要。

・施設の改修時及び、管理運営の段階において、
　技術的、設備的な対処を行う。

ソフト ・現状の郷土資料の活動は、地域文化の保存と
　継承が主な目的であり、展示や企画について
　、必ずしも集客が目的ではないため、高い集
　客力を持つものではない。

・展示内容、方法について、駅前に移設するこ
　との意義やコンセプトを押さえ、来街者もタ
　－ゲットにした付加要素を付加するなど、集
　客に資する展開を図る。

■移設後の展示内容のイメージ

自然

集落の形成 農村社会 近世の箕面 近代の箕面 現在の姿

（箕面山）
地理条件

風土条件 文化 観光要素

観光要素

発展 郷土文化
 の形成

変遷 変遷

箕面市の歴史の流れ
と文化形成について
の解説。

稲作文化が培った人
々の暮らしの風習。

箕面山にまつわる歴
史上の著名人の足跡
や逸話。

箕面有馬電気鉄道（
阪急箕面線）の開通
にはじまる都市化。
箕面動物園等、観光
地としての開発と住
宅都市への変遷、都
市の拡大、再開発等。

人々の姿、作品。
暮らしの風景。
まちの情報。（商業
、観光の分野と連携）

※
講
座
機
能

地
域
学
習
講
座
等

●新たに加味する展示要素

●従来からある展示要素（民俗風習）

・常設展示　…　体験型の展示装置や空間演出等を用いて、一連の郷土の歴史の流れがダイジェストで分かる順路・空間展示を工夫する。
・企画展示　…　収蔵品の展示。実物資料の展示にあわせて、そこから学習できる知識、情報の充実を図る。

■新たに加味する展示要素

・タウンインフォメーションスペースのイメージ

■移設についての検討課題と対応方針

　ただし、機能の移設にあたっては、下の表に示すような検討課題がある。それぞれについて対応方針を定めた上
で、綿密な検討を要する。よって、パブリックコメントの段階においてはあくまで、郷土資料館のみのおサンプラ
ザへの移設を現時点での最有力な可能性の一つとしてとらえる。

　例えば、以下に示すような機能が考えられるが、これらはイメージ提案であり、パブリックコメントにおいて市
民の方からいただいた意見、アイデア等をふまえた上で、内容を精査し、具体的な方針を定める。

（例）・年間250万人が訪れる箕面山、箕面公園、滝道を素材として活用し、「箕面の四季」を紹介する。
・箕面の名産品や名所を紹介する。（デジタル情報サービスや体験型展示装置等の活用を検討し、観
　光案内所とは別の役割、魅力を持たせる。）
・まちの見所等の情報や風景写真等、まちの情報として展示する内容を市民公募で収集し、発信する。
・休憩所機能を併設し、くつろぎながら観て回ることができる空間を整備する。
・イベント等、多目的に活用できるブース（フリースペース）を設ける。

■情報発信機能（タウンインフォメーションスペース）のイメージ

資料2-2



■みのおサンプラザ等公共施設再配置計画（案）（資料2）

地下1階に設置する施設のコンセプト・レイアウト案 資料2-3

A A

箕面公園・滝道

来街者

商業フロア

買物客

近世・近代の
すがた

農村社会・稲作文化
古代のすがた

歴史紹介

「今」のすがた

自然

芸術
文化 市民活動

観光資源

市民ギャラリー

郷土資料館

タウンインフォメーション
スペース

サークルルーム
市民活動の場

まちの情報
     発信の場

活動の発表
　　の場

フリー
スペース

サークルルーム
スタジオルーム

市民ギャラリー

タウンインフォメーション
スペース

来街者

箕面公園・滝道

買物客

商業フロア

必要に応じて
一体的使用が可能
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（まちの情報発信の場）

◎第1案（郷土資料館を全面移設する場合） ◎第2案（郷土資料館を移設しない場合）

■コンセプト

■レイアウト案

■コンセプト

■レイアウト案

サークルルーム

市民ギャラリー

郷土資料館常設展示

企画展示

体験
学習室

荷解室

郷土資料館収蔵庫
管理室兼
道具置場

タウンインフォメーション
　　　　 スペース

エント
ランス

エント
ランス

収納庫

収納
  庫

倉
庫

W
C

1 2 3

E
V C

B D

E

資料館入口

考古資料

歴史年表

農村社会・稲作文化
　 （空間展示）  農家の居間

（空間展示）

箕面の近世・近代の歴史

A A

順路

1 2 3 4 5 6 7 8 9

A

B

C

D

E

F

G

H

サークルルーム

市民ギャラリーフリースペース

管理室

タウン
インフォメーション
スペース

エント
ランス

エント
ランス

収
納
庫

収納庫

W
C

1 2 3

E
V

収納庫 収納庫

倉庫

事務室

ﾛｯｶｰ室
倉庫 倉庫

スタジオ
 ルーム

スタジオ
 ルーム

スタジオ
 ルーム

音楽スタジオ等

必要に応じて一体的使用が可能

C

B

D

E

●第1案・第2案共通（A～E）A…可動間仕切

1：500 1：500

防災
センター

機械室

防災
センター

機械室

・多目的室の機能を「サークルルーム」
　として確保。間仕切を可動にすること
　で、多様な規模、用途に対応可とする。

B・C…動線のバリアフリー対応（B・Cいずれか） D…階段の新設 E…トイレのバリアフリー対応
（既設の地下１階～1階のエスカレーターは撤去する）
・B…現在1～8階まで昇降している乗用エレベータを
　　　改修し、地下１階まで下ろす場合。
・C…地下1階～1階にエレベータを新設する場合。

・地下1階～1階に階段を新設して、地
　階の施設と1～2階の商業施設の利用
　者が行き来できる動線を新たに確保
　する。

・多目的トイレを完備して、バリアフリー
　対応を図る。また、多数の来客の滞在に
　対応する規模を確保する。

・必要に応じて市民ギャラリーとの
　一体的利用が可能な「フリースペ
　－ス」を設置して、展示即売会や
　フリーマーケット等、自由に使用
　できる開放的な空間を確保する。

・フリースペースと隣接して、タウ
　ンインフォメーションスペースを
　設置する。

・多目的な市民の活動の場である「
　サークルルーム」の設置に加えて、
　専門室として「スタジオルーム」
　を設置する。

・地下1階全体を、箕面のまちや市
　民の今のすがたを含む「郷土のす
　がた」を集約したフロアとする。

・郷土資料館の常設展示スペースは、
　郷土の歴史の一連の流れが分かる
　順路・空間構成をとり、「今のす
　がた」として、「タウンインフォ
　メーションスペース」や市民ギャ
　ラリー等を配置する。

・郷土資料館の郷土史料（文書）保
　管、閲覧、研究及び事務機能につ
　いては、5階の行政事務所フロア
　に設置する。

（多目的室） （多目的室）
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■みのおサンプラザ等公共施設再配置（案）（資料2）

みのおサンプラザ1号館公共施設再配置レイアウト（第1案）

（1：500）

箕面
わいわい㈱

◎B1階 ◎2階

◎1階

◎4階

◎5階

◎6階

◎7階

◎8階

◎3階

サークルルーム

市民ギャラリー

郷土資料館常設展示

企画展示

体験
学習室

荷解室

郷土資料館収蔵庫
管理室兼
道具置場

タウンインフォメーション
　　　　 スペース

エント
ランス

エント
ランス

収納庫

収納
  庫

倉
庫

W
C

店舗

店舗（外向）店舗（外向）

店舗

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
ホール

E
V

入口→

↑入口

←入口

↓入口

エスカ
レータ

箕面都市開発㈱
箕面市立
消費生活
センター

店舗
都市開発
会議室

屋外広場

子育て支援センター

プレイルーム
子ども
  活動
  支援
  拠点

フリースペース
機械室

機械室

EV
ホール

E
V

守衛室

荷捌場

EV

E
V

EV
ホール

WC

EV

荷捌場

事務室

WC

WC

EV機械室

E
V

E
V

EVホール

WC

会議室 会議室

和室

和室

音楽
スタジオ

音楽
スタジオ

音楽
スタジオ

機械室
倉
庫

倉
庫

板の間

EVホール

WC

郷土資料館
事務室

資料
閲覧室

青少年
指導
センター

相談室 郷土
資料館
書庫

まつり
事務局

事
務
室

印
刷
室

倉
庫

倉庫

民間貸与

EVホールE
V

WC

機械室

民間貸与

EVホールE
V

WC

機械室

EVホール
E
V

WC

機械室

大会議室

控室

控室

ロビー

ロビー

1 2 3

エスカ
レータ

文化活動用貸床

民間貸与

事務所 子育て・子ども活動

店舗

店舗（外向） 郷土資料館バックヤード

フリースペース

郷土資料館 情報スペース

・B1階～1階に階段を新たに設置して、
　地下の施設と1～2階の商業施設の
　利用者が行き来できる動線を確保する。

・1階～2階をつなぐ既設階段
　の下部を改修、エスカレータ
　の下に開口を設ける。

・エスカレータを撤去してEVホールを
　拡張し、矢印のような回遊動線を設ける。
　ホールには、公共施設の掲示板に加えて
　商業施設の情報スペースを設ける。

■凡例

E
V

1…既設ＥＶを改修する場合
2…ＥＶを新設する場合

ス
テ

ジ

－

事務室

2

1

・子ども活動等での
　屋外の広場空間と
　屋内の施設機能との
　一体的な有効活用。

・郷土資料館の
　事務所機能、
　史料保管・閲覧
　機能を移設。

・防音設備
　を完備した
　専門室を設置。

（136㎡） （99㎡） （99㎡）

（251㎡）

（20㎡） （8㎡）

（90㎡） （28㎡）

（249㎡）

（76㎡）

（88㎡） （42㎡）

（21㎡）

（219㎡）

（154㎡）

（81㎡）

（40㎡）

（70㎡） （66㎡）

（15㎡）

（21㎡,21㎡,27㎡）
（32㎡）

（32㎡）

（22㎡） （12㎡）

（48㎡）

（32㎡）
（66㎡）

（24㎡）

（12㎡）

（15㎡）

（83㎡） （43㎡）

（40㎡）

（400㎡）

（44㎡）

（13㎡）

（400㎡）

（260㎡）

（26㎡）

（26㎡）

商業施設

入口→
公共施設

・空店舗を
　SOHOオフィスや
　個展用小規模
　ギャラリーとして
　活用。

機械室

防災
センター

資料2-4
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（70㎡） （66㎡）

（15㎡）

（32㎡）

（32㎡）

（22㎡） （12㎡）

（80㎡）
（66㎡）

（24㎡）

（12㎡）

（15㎡）

（400㎡）

（44㎡）

（13㎡）

（400㎡）
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■みのおサンプラザ等公共施設再配置（案）（資料2）

みのおサンプラザ1号館公共施設再配置レイアウト（第2案）

（1：500）
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・B1階～1階に階段を新たに設置して、
　地下の施設と1～2階の商業施設の
　利用者が行き来できる動線を確保する。

・1階～2階をつなぐ既設階段
　の下部を改修、エスカレータ
　の下に開口を設ける。

・エスカレータを撤去してEVホールを
　拡張し、矢印のような回遊動線を設ける。
　ホールには、公共施設の掲示板に加えて
　商業施設の情報スペースを設ける。
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・この案ではスタ
　ジオルームが
　地階にあるため、
　会議室を入れる。

ス
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－

1…既設ＥＶを改修する場合。
2…ＥＶを新設する場合。

2

1

・郷土資料館
　を移設せず、
　行政事務所
　として使用。

・子ども活動等での
　屋外の広場空間と
　屋内の施設機能との
　一体的な有効活用。

防災
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機械室

商業施設

入口→
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・空店舗を
　SOHOオフィスや
　個展用小規模
　ギャラリーとして
　活用。

資料2-5

・音楽スタジオ等

箕面
わいわい㈱



■みのおサンプラザ等公共施設再配置（案）（資料2）

地下1階再配置レイアウト策定に関する検討 資料2-6

【サンプラザ内公共施設の利用状況　平成15年度】

①年間平均稼働率（時間帯別） ②年間平均稼働率（平日・土日祝日別）

③年間利用件数 ④1件あたりの平均利用者数
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◎お問い合わせは…　　箕面市役所　市長公室　政策企画課
　　　　　　　　　　　〒562-0003　大阪府箕面市西小路4-6-1
　　　　　　　　　　　TEL：072-724-6718　　FAX：072-723-2096

◎現状の利用状況から見た再配置案の検証 ◎再配置レイアウト策定にあたって

■稼働率から見た施設利用の合理化

■利用者数から見た集客性の検討

■第1案及び第2案の比較検討

【現在の用途・規模】

再配置案では、他の機能に置き換わる

用途 規模 収容人数
3階 市民ギャラリー 302 －
4階 会議室1 67 30
会議室2 63 30

6階 多目的室全コーナー 375 120
7階 会議室1 66 30
会議室2 66 30
会議室3 40 20
会議室4 90 60
和室 40 30

8階 会議室 232 200
（㎡） （人）

　再配置レイアウトのイメージ案では、現状の４階にある収容人数30
人規模の会議室が他の機能に置き換わる。また、7階の機能を4階に移
設するが、第1案ではその際に一部の会議室が新たな機能に置き換わる。
　現状の利用状況に影響を与えないよう、会議室の機能を確保する方法
として、会議室の稼働率を高める効率的な利用プログラムを組むことに
加え、地下1階に新設するサークルルームに可動間仕切りを設置して、
会議機能にも対応させるといった対策を検討している。下の図①②に示
す通り、、６階多目的室（サークルルームに機能移設）は現在でも稼働
率が５割程度であり、特に平日午前中は利用率が低いため、会議機能と
の組み合わせは検討できるものと考えられる。

・下の図③④に見るように、市民ギャラリー、6階多目的室、7階会議室4、8階会議室等で行われる活動には、1回
　につき多くの人数が参加する。今回の再配置計画において、市民ギャラリー、多目的室等の機能を地下1階に一体
　的に配置することで、高い集客力を持つ利用が見込まれる施設が集約する。この状況を活かしつつ、稼働率を向上
　させるためには、空間の有効利用や活動プログラムの合理化を図る必要がある。第2案の「フリースペース」は、
　限られた場所を有効活用し、必要に応じて各々の施設の一体的利用が可能となるような空間として検討している。

メリット デメリット

 ・郷土資料館という主体性（目的性）のある
　 施設があり、「まちの顔」としての魅力づ
　 けが可能である。これをベースに施設計画、
　 運営計画を組み立てることができる。

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
１
案

第
２
案

・郷土資料館とタウンインフォメーションス
　ペ－スの連携を取ったソフトを組むことで、
　箕面のまちのなりたちを含む地域情報を、
　より充実した資料で紹介でき、来街者に対
　する広域PRの要素が充実する。

・１フロアに配置する機能が第２案よりも多
　いため、利用の仕方に合理化を図る必要が
　ある。

・郷土資料を地階に収蔵する上で、温度、湿
　度を一定に保つための空調の運転や、特殊
　な消火設備等が必要になるため、第2案に
　比べて整備・運営面でのコスト増が考えら
　れる。

・各機能に割り当てる面積が広く、余裕のあ
　る配置構成が取れる。

・フリースペースがあり、市民ギャラリーと
　の空間的な連続性によって、必要に応じて
　一体的な利用ができる。

・利用目的を固定したスペースが少ないので、
　柔軟な使い方が工夫できる。

・貸床が主体となるため、「まちの顔」とし
　ての魅力づけが難しい。貸床は活動主体が
　いない時間帯は空き室となる。施設を活性
　化させるには、各部屋の稼働率を高め、一
　定以上を維持しなければならない。

・利用目的を固定したスペースが少ないこと
　で、施設計画、運営計画の際に具体的なイ
　メージの組立てが困難であり、核となる施
　設がないため、集客性の向上を図りにくい。

　　この度のパブリックコメントは、現時点でのみのおサンプラザ1号館の公共施設再配置検討の方向性を、本計画
　に示すコンセプトに基づき、比較検討できる形で2つの再配置案として提示している。
　　2つの案は上の表に示す通り、それぞれについてメリットとデメリットが考えられる。これらをふまえ、この度
　のパブリックコメントにおいて2つの案について広く市民の方から意見をいただいた上で、内容を精査し、最終的
　な配置計画を決定する予定としている。

・市民ギャラリー、サークルルーム、郷土資
　料館が同フロアに集約されることで、第2
　案に比べてより人が集う状況ができやすい。




